
 

 
        特別展 

千家十職   樂 家 の 茶 碗 

－極められた赤と黒の美－ 

2010 年10 月 9 日 (土 ) ～ 12 月 19 日 (日 ) 
 

毎月曜休館〔 祝日は開館し、翌日休館 〕 

但し 11/22(月) 開館、11/24(水) 休館 
 

開館時間  9 : 30～16 : 30 (入館は 16:00 まで) 

 

          主 催 : 表千家北山会館・京都新聞社  
           後 援 : 京都府・京都市・京都府教育委員会 

               京都市教育委員会・NHK 京都放送局 

               京都市内博物館施設連絡協議会 

 

～ 館 内 の ご 案 内 ～ 

 

       □ ３ 階   展 示 会 場 ２ 

       □ ２ 階   展 示 会 場 １ ≪こちらよりご見学ください≫ 

                 立 礼 席 ・ 呈 茶 席 
          

       □ １ 階   受 付 ・ 休 憩 所（喫煙コーナー）・ 電 話 

       □ 地 階   制 作 に 関 す る 資 料 並 び に 史 料 展 示  

           ビデオ上映（清友ホール）  

             「樂吉左衞門氏と熊倉功夫氏の対談」(約40分) 
 

   10：00～ 繰り返し上映  (15：40 頃終了)   

＊ 尚、10/23・31・11/6・20・12/4 は 

 ビデオ上映がございません。予めご了承ください。 

                   

          ※ 本会期中の２階・３階での展示品を記載しております。 

              （但し、立礼席・呈茶席は除く） 

途中、一部展示品を入れ替える場合があります。予めご了承ください。 

 

表千家北山会館 



 

２階 展 示 会 場 
 

 三彩獅子香炉  田中宗
そ う

慶
け い

作 

 黒樂茶碗 銘 いさらい  田中宗慶作 

 洛中勧進
かんじん

記録 (天正 4 年 1576)  頂妙寺蔵 

 黒樂茶碗 銘 天
てん

狗
ぐ

 田中宗慶作 

 黒樂茶碗 銘 面影  初代 長次郎作 

 覚々斎書状 町田秋波宛 黒樂茶碗 面影 添状 

 赤樂茶碗 銘 住之江 利休在判  個人蔵 初代 長次郎作 

 織田道八書状 初代 長次郎宛 

 黒樂茶碗 銘 禿
かむろ

  初代 長次郎作 

 加藤清正書状 初代 長次郎宛 

 黒樂茶碗 銘 黒木  2代 常
じ ょ う

慶
け い

作 

 前田利長書状 

 白樂茶碗 銘 巌雪
がんせつ

  2代 常慶作 

 町
まち

野
の

長
なが

門
との

守
かみ

 伝
でん

符
ぷ

状
じょう

 肝煎
きもいり

百姓宛 

 菊ノ絵赤樂茶碗  2代 常慶作 

 元伯宗旦
げんぱくそうたん

書状 

 飴
あめ

釉樂茶碗 銘 立
たつ

峯
みね

  本阿弥光悦作 

 本阿弥光悦書状 2 代 常慶宛 

 赤樂茶碗 銘 鵺
ぬ え

  三井記念美術館蔵    （11/28 まで）  3代 道
ど う

入
にゅう

(ノンコウ)作 

 赤樂茶碗 銘 僧
そ う

正
じょう

              （11/30より）  3代 道入作 
 

 割
わり

山椒
さんしょう

向付  北村美術館蔵 3代 道入作 

 膾
なます

皿 4代 一
い ち

入
にゅう

作 

 甲
かぶと

鉢 5代 宗
そ う

入
にゅう

作 

 覚々斎好 菊文織
お り

部
べ

手付四方皿 6代 左入作 

 立
りゅう

鼓
ご

のぞき  7代 長
ちょう

入
にゅう

作 

 三日月皿  10代 旦入
たんにゅう

作 

 葛
くず

屋
や

香合  3代 道入作 

 菊置上 蛤
はまぐり

香合  5代 宗入作 

 赤樂白
はく

蔵
ぞう

主
す

香合  6代 左
さ

入
にゅう

作 

 如
じ ょ

心
し ん

斎
さ い

好 房香合  7代 長入作 

 ふくら雀香合  8代 得
とく

入
にゅう

作 

 鴨香合  9代 了
りょう

入
にゅう

作 



 

３階 展 示 会 場 
  

 黒樂茶碗 銘 残雪  3代 道入作 

 元伯宗旦書状 3代 道入宛  

 黒樂茶碗 銘 稲妻  3代 道入作 

 葵
あおい

御紋白樂茶碗  3代 道入作 

 葵御紋赤樂茶入  3代 道入作 

 黒樂茶碗 銘 嘉
か

辰
し ん

  4代 一入作 

 赤樂茶碗  4代 一入作 

 焼貫
や き ぬ き

水指 銘 山川
さ ん せ ん

  4代 一入作 

 文
ぶ ん

叔
しゅく

宗守書状 楽吉左衛門宛 

 宗入文書 ｢覚｣ (巻子) 

 宗入文書 ｢覚｣ 

 黒樂茶碗 銘 亀
き

毛
もう

  5代 宗入作 

 宗入文書 ｢楽焼系図｣ 

 赤樂平茶碗 銘 海原  5代 宗入作 

 覚々斎
かくかくさい

書状 5代 宗入宛 

 黒樂茶碗 癸巳
き し

茶碗 銘 比
ひ

良
ら

暮
ぼ

雪
せ つ

 5代 宗入作 

 黒樂平茶碗 銘 美人  6代 左入作 

 覚々斎書状 6代 左入宛 

 赤樂茶碗 銘 毘
び

沙
しゃ

門
もん

  6代 左入作 

 如心斎書状 6代 左入宛 

 如心斎好 赤樂梔子
くちなし

水指  6代 左入作 

 真伯
し ん ぱ く

宗守書状 6代 左入宛 

 如心斎好 嶋台茶碗  7代 長入作 

 如心斎書状 田中宗
そ う

岱
た い

宛 

 黒樂茶碗  7代 長入作 

 啐
そっ

啄
たく

斎
さい

書状 7代 長入宛 

 赤樂茶碗 若松ノ絵  7代 長入作 

 啐啄斎書状 7代 長入･8代 得入宛 

 赤樂筒茶碗  8代 得入作 

 赤樂茶碗 長次郎二百年忌 9代 了入作 

 啐啄斎筆 ｢聚楽焼的伝
てきでん

｣ 

 黒樂茶碗 銘 巌
いわお

 9代 了入作 



 

 

 了々斎筆 ｢了入｣ 

 赤樂茶碗 古稀七十ノ内  9代 了入作 

 了々斎筆 ｢翫
がん

土
ど

軒
けん

｣ 

 白樂･黒樂･赤樂茶碗 三碗 銘 式三番叟  了入･旦入･慶
け い

入
にゅう

(惣吉
そうきち

時代)作 

 ｢樂｣ノ字 徳川治
はる

宝
とみ

筆 10代 旦入拝領 

 亀ノ絵赤樂茶碗 徳川治宝画  10代 旦入作 

 吸江斎筆 ｢旦入｣ 

 捻貫
ねじぬき

水指  10代 旦入作 

 黒樂茶碗 銘 入船  11代 慶入作 

 貝貼白樂茶碗 銘 潮
し お

干
ひ

  11代 慶入作 

 碌々斎筆 ｢茶湯的伝｣ 11代 慶入宛 

 釣
つる

瓶
べ

水指  11代 慶入作 

 黒樂茶碗 銘 羅
ら

漢
かん

  12代 弘
こ う

入
にゅう

作 

 ｢樂｣ノ字 徳川頼倫
よりみち

筆 12代 弘入拝領 

 赤樂茶碗 長次郎三百年忌 12代 弘入作 

 ｢樂｣ノ字 伏見宮
ふしみのみや

貞
さだ

愛
なる

親王筆 12代 弘入拝領 

 黒樂茶碗 銘 荒磯  13代 惺
せ い

入
にゅう

作 

 赤樂茶碗  13代 惺入(惣吉時代)作 

 不二ノ絵黒樂茶碗 銘 晨明
しんめい

  14代 覚入
かくにゅう

作 

 ｢樂｣ノ字 高松宮喜久子妃筆 14代 覚入拝領 

 赤樂茶碗 銘 樹映
じゅえい

  14代 覚入作 

 四方焼貫水指  蓋 元斎宗哲  14代 覚入作 

 黒樂茶碗 銘 杏花村  15代(当代) 吉左衞門作 

 赤樂茶碗 銘 数枝梅  15代 吉左衞門作 

 皪釉
れ き ゆ う

樂茶碗 銘 白鷴
は っ か ん

  15代 吉左衞門作 

 ｢樂｣ノ字 高円宮
た か ま ど の み や

憲
の り

仁
ひ と

親王筆 15代 吉左衞門拝領 

 黒樂茶碗 銘 流泉  15代 吉左衞門作 

 

 

 

 
 

 ※ 今回の展示にあわせて、解説冊子を作成いたしました。    

   ご希望の方は 1階受付にてお求めください。〔1部 1,000円〕  


